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ミカン下北の外観（24日、東京都世田谷区）
小田急電鉄や京王電鉄による東京・下北沢エリアの再開発が完了してから1年が経過した。線路跡地には芝生の公園や温泉旅館などが設けられ、高架下には個性的な飲食店が並ぶなどエリア全体で活況を呈している。地域住民や働く人によるコミュニティー活動も旺盛で、鉄道沿線を中心に人々のつながりも広がっている。

「色々な人から落ち着くって褒められます」。小田急電鉄の下北沢駅を出てすぐの場所にある広場のカフェで働く金子結花さんは楽しげに語る。広場は地域住民などが参加する「シモキタ園芸部」が小田急電鉄などから委託を受けて管理しており、金子さんもそのメンバーだ。緑豊かな広場では蜂蜜も採れるという。


広場内のカフェでは線路街内の広場で採れた蜂蜜なども販売している
古着店や小劇場が立ち並び、若者の街として知られた下北沢が大きく変わるきっかけになったのは複々線化と連続立体交差事業による小田急小田原線の鉄道地下化だ。当初は地下化によってできた地上空間をどのように活用するかで区や小田急電鉄と地域とで意見が食い違い、反対運動も起きた。

そうした経緯を経て地域と対話しながら形作られていったのが小田急電鉄が22年5月に全面開業した商業施設群「下北線路街」だ。地下化した世田谷代田―下北沢―東北沢の1.7キロメートルの地上空間に、温泉旅館やミニシアター、植生豊かな広場などの個性的な空間を設けた。建物は最大でも5階建てと低層階がメインだ。


線路2本分の幅につくられた店舗・住宅一体型の商店街「BONUS TRACK」（東京都世田谷区）
現在、下北沢は若者にとどまらない幅広い層を取り込む観光スポットになりつつある。ホテルの稼働率は97〜98%の高い水準を維持しており、料金も開業当時より1.5倍ほどに上昇。海外誌に掲載されるなど海外からも注目され、ホテル利用者の7割が外国人だ。

線路街では、この1年間で大小合わせて約170ものイベントが開催された。冬には撮影現場にも使われたフジテレビ系のドラマ「silent（サイレント）」が放映され、同作ファンの若い女性らが聖地巡礼に押し寄せた。同社担当者は「想像していた以上に下北沢への注目が高まった1年だった。今後は線路から面へと魅力を拡大していきたい」と振り返る。


「シモキタ園芸部」が管理する、のはら広場
下北沢駅がある京王電鉄も22年3月に高架下に飲食店やコワーキングオフィスなどを備えた商業施設「ミカン下北」を開業。職住近接の流れから引き合いは強く、10〜30坪のオフィス区画や個室オフィスは満室で空室待ちも出ている状態という。

オフィス利用者などと定期的に交流会を開いており、同施設を活用したイベントやビジネスアイデアについて話し合っている。下北沢で始めたいビジネスを京王電鉄などが支援する創業プログラムも発足した。同社は「新しいチャレンジを支援しつつ、中長期的には下北沢から新しい事業を作っていきたい」（広報部）と意気込む。


4月には英ディアジオが所有するウオッカブランド「スミノフ」とタイアップ企画を催し、施設全体がブランドカラーである赤色に染まった
もっとも、これらの再開発は線路沿線がメインで、もともとの商店街を歩けば古着と音楽の街である「シモキタ」の魅力は衰えていない。高層の建物を作らず、街の人たちと"目線"を合わせた下北沢の再開発は様々な人が集まる多様性の街として結果を残しつつある。

【関連記事】
・生まれ変わった下北沢　小田急線路跡地が緑の空間に

・ターミナル駅より地元志向、変わる首都圏私鉄の沿線開発
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